
ほけんだより 
有田市養護教諭研究会  Ｈ２９年９月 

９月１日は防災の日、９月９日は救急の日 

 いずれも私たちの生命や健康と深いかかわりをもっている日です。災害の被害を減らすため

の『備え』と、けがや病気にならないための『予防』には、何かが起きる前の予測や準備が重

要なポイントになるという共通点があります。 

 いざという時に戸惑わず、体も頭も動けるように、できることから準備をしておきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身の回りのものを利用した応急処置（災害時の便利アイデア） 

 

傷があるときはまずその手当てをします。 

 骨折部に副木をあて、副木が動かないようにし

て骨折部の両側の関節も固定します。 

 骨折したときにちょうど良い副木がある

とは限りません。身の回りで利用できるも

のを見つけておきましょう。 

〈副木に利用できるものの例〉 

 

【買い物袋を利用した腕の 吊るし方】 

 ①買い物袋を１枚用意します 
（大きめのものがいいです） 

②買い物袋の一方の横側を底まで切ります。もう
一方の横側は、底から10cm程度残したところま
で切ります。手で切ることができるので便利で
す。 

③固定した腕は、底まで切った 

側が手首のほうに来るように 

して買い物袋に通します。底か 

ら10cm程度残した側は、から 

だ側に来ます。 

④腕を通したら、取っ手 

の部分を重ねて首に掛 

けます。 

⑤腕が水平になるよう 

に長さを調節します 
（吊るされて一番楽な位置で 

調節します） 


